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 以上のような問題意識のもとに、筆者は本論文を次の 2 部構成として論を展開している。
まず第 1 部（第 1 章～第 5 章）においては、社会システムのシンボリック・メディアの特質









































能力｣（performance capacity）｢感情｣（affect）｢状況規定｣（definition of the situation）の
４つを見出している（Parsons and Platt 1973:432,439）。 
 これらが代表的なメディアであるが、パーソンズは正式には ｢象徴的に一般化された相互


























































































化と比較』（原著 1966 年、邦訳 1973 年、至誠堂）、『近代社会の体系』（原著 1971 年。邦訳
1977 年、至誠堂）等において前近代の苗床社会から近代社会への展開を論じており、弟子の
ロバート・ベラーは日本社会の近代化に当てはめて『徳川宗教』を著している。これらが社
会変動論へと応用した成果であるが、そこにおける展開が十分なのか等のより詳細な批判的
検討が望まれる。 
 また階層分析ツールとしての可能性においても、本論文においては実際に適用して論証し
た成果を十分に提示できていないと感じられる。筆者自身による論証も、今後、期待される。 
 
（３）同様に、パーソンズの体系は実証性が欠如した抽象的誇大理論であるという批判に対
して、このメディア論、各メディアの詳細な把握から実証研究への橋渡しが出来るのではな
いかと論じてもいる。筆者が実施しているウタリ研究などの実証的研究を素材にして、この
点を筆者自身が証明していくことが必要である。 
 
（４）主査の中野は宗教社会学を専門とする立場からパーソンズの宗教理論には多大な関心
をかねてから抱いていたが、本論文でも検討されたパーソンズ晩年の「人間的条件」のうち、
宗教的シンボリズムの分析から導き出された「超越的秩序」の世界は実体または実在の世界
ではない。それをパーソンズは自然的物理的環境と同等に、シンボリックな世界ではないと
捉えている、彼自身のキリスト教的世界観の素朴な反映でもある。このような点を相対化し、
パーソンズが前提としている信仰的、価値的世界を解明し、そこから全体的なパーソンズの
理論体系の限界性、相対性を明らかに出来るのではないかとも期待している。 
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４．最終試験の結果 
本論文執筆者は１９９０年に中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士課程後期を単位取
得満期退学し、その後、中央大学や共立女子大学、日本大学で非常勤講師として社会学を講
じていた。長年にわたるパーソンズ研究の成果は多数の論文及び単著、共著として公刊もさ
れており、学力および外国語の能力、実績は十分に有する。 
最終試験では上記課題に関連する質疑が行われたが、妥当かつ真摯な回答を行った。本論
文自体の課題や今後の研究方向についても意欲的かつ適切な自覚をもっている。本論文が上
述のような今後の課題や展開への期待を含むのではあるが、全体としては緻密なパーソンズ
研究の極めて優れた業績であると評価された。 
本論文は博士（社会学）の学位を授与するに値するものと認定する。 
 
